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× 初 夏ダ 

川面には、初夏の太陽がキラキラ光り、若葉をわ 

たる風がすがすがしい。素足の快い季節。 

5月20日には、第23回町民体育祭が3千人の参加 

で盛大に行われました。 

今年は、2?の地区公民館が参加、猿畑地区公民館 

が2連勝を飾り、2位は大浦地区公民館、3位は初 

出場のニ区地区公民館、また4位に三区地区公民館 

59年 

No.25 7 

と上野パワーが爆発。仮装行列も22地区が参加し、 

それぞれ苦心の作品で大会に花を添えました。 

「さみだれ」は漢字で「五月雨」と書きますが、この 

五月は旧暦。 

今年は5月31日から6月28日までになります。暦 

の上の「入梅」は6 月11日で「さみだれ」といえば梅雨 

期の長雨を指すわけです。 

6 月は『土砂災害防止月間』、あなたの住んでいる 

ところは安全ですか、梅雨は間近、今一度、雨に対 

する点検をされてみてはいかがですか。 

6月は昌轟震轟1 為募の納税月です。 
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だ
さ
い
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⑧無縁塚（上） 

市場小学校前の一帯には、中 

世のころの古墓や明治維新の墓 

が多くありましたが、これらは 

学校拡張とともに取り除かれ、 

今ではまったくそれらしい跡か 

たもなくなっています。 

これらの多くの墓を取り除い 

たことについては、いろいろな 

うわさが伝えられていますが、 

市場小学校の校長が数代続いて 

亡くなったので大正13年、有志 

の人たちで無縁塚を建て、これ 

を供養したといわれています。 

市場小学校体育館前にあります。 

⑩馬頭観音（上） 

炭鉱の事故などで死んだ馬の 

供養のために建てられました。 

駅前通り稲荷神社横、駅前ss 

カメラ店裏にあります。 

また、市場馬馬野の馬頭観音 

は慶応3年の建立とあります。 

⑩餓死者の碑（右） 

享年年間の大飢謹は、全国的に 

有名ですが、とくに17, 18両年は 

はげしいものでした。 伝えられる 

ところによりますと、食べるもの 

もなく、草木を食べては、わずか 

に餓えを忍んだとのことで当時の 

戸数75のうち190数名の餓死者を 

出したといわれ、惨劇を忍んでもあまりあります。 

餓死者の追善供養のため建てられました。赤池貴船神社横にあります。 

⑤孝子善作の墓（右） 

孝子善作は子孫がはっき 

りしませんが、大変な親孝 

行もので、寛政7年、小笠 

原6 代藩主忠苗から、「この 

者常に真実にして数年来奉 

公の給米をもって母に孝行 

いたせし者」 として表賞さ 

れました。 

新しくなった鋤木田の五 

区公民館から入って登りつ 

めた鋤木田墓地の一角にあ 

ります。 天保12年安永民助 

建立とあります。昔は、毎 

年小学生が先生に引率され 

てお参りしていました。 

私たちの身近なところにも、いろいろな歴史を秘めた古蹟や遺蹟がたく さんあ 

~ 
I 
I 
~ ります。 

町内石碑 

め ぐ り 

今回は、 その中から町内・の代表的な石碑を数点ご紹介します。 

説明文については、赤池町史や昭和57年度婦人学級のみなさんが作成した資米斗 

から弓~用させていただきました。 

若葉・青葉の季節。 あなたも、 ご自身の足でこれらの史蹟を訪ねてみてはいか 

がでトすか。 
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①池田柴酔翁の句碑（上） 

福智中宮の参宮道（白糸の 

滝への道路より入る）の途中 

にあり 「月の燈登る案内の影 

法師」 の句が刻まれています。 

翁は赤池に生まれ、市場校 

出身。 福間駅長を最後に退職 

後は、昭和32年より病気で入 

院するまで15年間、郷土赤池 

の後輩に俳句の指導をしまし 

た。 碑は門下生によって昭和 

50年に建てられました。 

③

大

 
塚
（
上
）
 

上
野
原
．
町
に
あ
り
ま
す
o

数
十
年
前
ま
で
は
墓
 

標
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
鷹
取
城
落
の
と
き
、
討
死
し
 

た
人
び
と
を
集
め
、
葬
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
 

す
が
、
応
永
の
乱
の
戦
死
者
を
埋
め
た
も
の
と
も
言
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

④修道碑（右） 

時代の道路は大名の参勤交代や旅人の 

て発達しましたが、赤池町には、そう 

街道すじには当るものはありませんで 

輸送はむしろ水運によっていました。 

として、弁城・原田・鋤木田・上境への道 

ましたが当地は南と北の深くえぐられ 

越す曲りくねった坂道の難所でした。 

坂・大久保坂などの名称があります。 

明治19年、香月釜治、山脇逸郎ほか多 
立とあります。 

藩政 

道とし 

した本 

した。 

陸路 

があり 

た谷を 

千代丸 

碑は 
数の建 

⑥
国
境
碑
（
右
）
 

上
野
諏
訪
山
の
直
方
寄
り
、
県
道
夏
吉
ー
直
方
線
の
直
方
市
と
の
境
 

に
立
っ
て
い
ま
す
o
「
従
是
東
豊
前
国
小
倉
領
」
と
き
ざ
ま
れ
て
お
り
、
 

豊
前
と
筑
前
の
国
境
を
示
す
も
の
で
し
た
。
 

⑦六児像様（左） 

草場にあります。前に小川があり子どもた 

ちが、その小川で六児像を洗って遊んでいた 

ので、通りかかった大人が注意すると、その 

人が腹痛を起こしたという伝説があります。 
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瓢 ②河村光陽歌碑（左） 

河村光陽（直則）は、明治30年上野里で生まれました。 幼少の頃から、となりの福智下宮神社の 

祭のおかぐらの笛太鼓を聞き、また尺八を奏したりしていました。師範学校卒業後、ロシア国民学派 

に傾向していた彼は、モスクワ出国を志しましたが、母の説得で東京での教職につきました。 教鞭 

をとるかたわら、日に5 -6 時間もピアノに向い藤井清水に師事して作曲の勉強に打ち込 

み、『日本の子どもにふさわしいよい歌を』 の信念で作曲した作品がNHK 「子どもの時間」 

に取り上げられ、彼の曲が世に出るようになりました。 
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昭和8 年の著書 「日本旋律による童謡作曲の仕方」 は当時斯界の話題となりました。 

昭和11年、教職を去り児童音楽への社会活動に専念し、作編曲のほか、合唱団やバイオ 

リン指導などに力を尽くし、昭和21年50歳の生涯を閉じました。 

昭和41年、彼の20周忌に当り天郷青年の家に全国の有志の手で碑が立てられました。 

彼の代表作ザかもめの水兵さん」「うれしいひなまつり」「赤い帽子白い帽子」「なかよしこ 
圭 
i毒みち了グッ ドバイ了船頭さん了とんがり帽子」 など多数があります。 

⑨忠魂碑（上） 

大正15年12月に建てられました。 初めは発電所（今はない） 

の北方の台地麓にありましたが、後に猿田に移動されました。 

日清戦争からの戦没者を名記しています。 当地出身の明治以 

降の全戦没者は400数柱にのぽり、郷土の礎石として永久に忘 

れてはならないものでしょう。 

⑩
合
葬
の
碑
（
右
）
 

筑
豊
で
も
屈
指
の
大
鉱
山
で
あ
っ
た
赤
池
炭
鉱
の
最
高
年
生
産
量
 

は
昭
和
 14 

年
に
は
、
5
6
万
4

、
8
9
5

ト
ン
に
達
し
鉱
員
数
も
昭
 

和
 19 

年
に
は
、
3
、
8
5
3

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
 

事
故
に
よ
る
殉
職
者
も
数
多
く
出
、
こ
れ
ら
の
殉
職
者
の
中
で
引
 

取
手
の
な
か
っ
た
方
が
た
の
遺
骨
を
埋
葬
す
る
た
め
建
て
ら
れ
た
の
 

が
合
葬
の
碑
で
、
赤
池
の
松
本
墓
地
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。
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む
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腹
足
類
柄
眼
目
の
軟
体
動
物
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殻
に
引
っ
込
む
と
な
か
な
か
出
な
 

い
の
で
 
「
出
ん
出
ん
虫
」
 
と
も
。
 

ほ
と
ん
ど
が
右
巻
き
の
殻
を
つ
け
 

雌
雄
同
体
で
単
に
明
暗
を
判
別
す
 

る
能
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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）
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）
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水
道
週
間
、
気
象
記
念
日
 

土
砂
災
害
防
止
月
間
 

第
 21 

回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
大
会
（
m
鴎
麟
り
市
場
小
）
 

歯
の
衛
生
週
間
 

環
境
週
間
 

計
量
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
（
細
恥
ゅ
伽
）
 

時
の
記
念
日
 

は
み
が
き
大
会
（
舞
群
聖
 

入
梅
 

日
本
脳
炎
（
m
麟
献
）
 

日
本
脳
炎
（
柳
響
豊
）
 

日
本
脳
炎
（
器
鮮
逆
 

父
の
日
 

第
 14
 

回
町
民
バ
 

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
m
麟
諮
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
転
与
龍
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
躍
就
）
 

日
本
脳
炎
（
叫
麟
麗
）
 

111
種
混
合
（
叫
麟
献
）
 

夏
至
 

第
4
回
町
民
卓
球
大
会
 

翁
慧
か
ら
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
転
与
に
）
 

日
本
脳
炎
（
叫
麟
麗
）
 

⑩
船
頭
の
碑
（
右
）
 

船
頭
七
蔵
の
お
墓
。
七
蔵
は
、
こ
の
 

地
方
の
船
頭
の
祖
と
し
て
偉
大
な
貢
献
 

を
し
、
遠
賀
川
、
彦
山
川
、
中
元
寺
川
 

な
ど
の
藩
米
の
輸
送
は
も
ち
ろ
ん
、
い
 

ろ
い
ろ
な
物
資
の
船
運
に
あ
た
り
ま
し
 

た。 そ
し
て
後
に
、
石
炭
輸
送
に
活
躍
し
 

た
 
「
川
艦
」
の
元
祖
で
も
あ
り
ま
す
。
 

徳
人
原
墓
地
に
昭
和
 29 

年
に
建
て
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

人間関係のトラブルはまず相談一 6月1日は人権擁護委員の日 
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第257 号 昭和59年6月1日 け
 

長
年
の
念
願
だ
っ
た
赤
池
保
育
所
が
 

完
成
し
、
五
月
十
七
日
落
成
式
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

赤
池
保
育
所
は
、
昭
和
十
五
年
に
建
 

て
ら
れ
た
九
区
集
会
所
を
借
り
て
、
昭
 

和
十
八
年
か
ら
区
が
運
営
す
る
保
育
所
 

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
昭
和
四
十
六
年
に
社
会
福
 

祉
法
人
赤
池
福
祉
会
の
経
営
に
な
り
今
 

日
に
い
た
り
ま
し
た
。
 

旧
保
育
所
は
、
建
物
の
老
朽
が
ひ
ど
 

く
、
施
設
も
狭
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
 

元
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
 

り
、
今
回
、
同
和
対
策
事
業
の
適
用
を
 

【
健
闘
し
た
剣
道
 

赤
池
誠
心
館
の
み
な
さ
ん
】
 

【落成を祝い、近くの人も多数参加して行われた「もち投げ」】 

受
け
、
環
境
の
よ
い
上
の
原
開
発
地
に
 

新
築
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
赤
池
保
育
所
は
、
総
工
費
一
億
一
一
 

千
二
百
万
円
を
か
け
た
、
八
百
七
十
四
 

!m

の
鉄
筋
平
屋
建
て
の
近
代
的
建
物
。
 

屋
外
遊
技
場
も
五
千
六
百
，
m

と
広
く
、
 

子
ど
も
た
ち
も
思
い
切
り
走
り
回
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

待
ち
に
待
っ
た
保
育
所
の
完
成
と
あ
 

っ
て
、
落
成
式
に
は
約
百
人
の
関
係
者
 

や
園
児
、
父
兄
な
ど
四
百
人
が
参
加
し
 

て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
月
二
十
一
日
か
ら
新
し
い
保
育
所
 

で
保
育
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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小
ノ
生
・
剣
 
士
 

赤
 
池
 
誠
 
心
 

四
月
十
五
日
、
香
春
町
で
直
鞍
地
区
 

と
北
九
州
地
区
の
小
・
中
・
高
校
生
男
 

女
を
対
象
に
し
た
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

赤
池
誠
心
館
の
小
学
生
チ
ー
ム
も
招
 

待
を
受
け
出
場
。
大
健
闘
の
末
、
八
幡
 

弘
道
館
と
優
勝
を
競
い
ま
し
た
が
、
惜
 

し
く
も
準
優
勝
に
終
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
午
前
九
時
の
一
回
戦
か
ら
 

午
後
三
時
半
ま
で
頑
張
り
通
し
、
そ
の
 

健
闘
に
対
し
て
応
援
席
か
ら
満
場
の
大
 

拍
手
で
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
同
チ
ー
ム
は
さ
る
四
月
一
日
 

田
川
友
武
館
主
催
の
大
会
で
も
準
優
勝
 

の
栄
に
輝
い
て
い
ま
す
。
 

【
小
学
生
チ
ー
ム
の
紹
介
】
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横
断
は
『
右
見
て
 

左
見
て
も
う
一
度
右
』
 

新
1
年
生
の
交
通
安
全
教
室
 

今
年
四
月
上
野
小
学
校
に
入
学
し
た
 

四
十
四
人
の
児
童
、
市
場
小
学
校
に
入
 

学
し
た
九
十
三
人
の
児
童
を
対
象
に
交
 

通
安
全
教
室
が
四
月
二
十
七
日
両
小
学
 

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

交
通
巡
視
員
の
お
姉
さ
ん
や
交
通
安
 

全
協
会
赤
池
支
部
の
み
な
さ
ん
の
指
導
 

で
、
紙
芝
居
や
実
際
に
模
擬
信
号
機
を
 

使
っ
て
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
 

ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。
 

【とび出しはいけませんよ―。 

市場小学校で】 

【総理大臣賞を受賞 

した綿貫仁子さん】 
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北 政 義 先生 

六
月
一
日
付
け
で
福
岡
県
衛
生
部
か
 

ら
北
政
義
先
生
が
派
遺
さ
れ
、
赤
池
町
 

立
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
赤
池
町
立
病
院
の
医
師
不
 

足
に
よ
る
診
療
体
制
の
立
て
直
し
、
地
 

域
医
療
の
向
上
を
目
的
に
、
 
一
昨
年
か
 

ら
町
お
よ
び
議
会
が
医
師
の
派
遺
を
県
 

ふれあいの楽しい一日 

〇 親子ソフトボール大会〇 

五
月
六
日
、
町
子
 

ど
も
会
育
成
連
絡
協
 

議
会
主
催
の
「
親
子
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
 

が
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
行
事
は
、
子
 

ど
も
の
日
を
記
念
し
 

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
 

い
ま
す
が
、
今
年
は
 

二
十
三
チ
ー
ム
が
参
 

加
し
て
盛
会
に
終
り
 

ま
し
た
。
 

成
績
は
、
優
勝
大
 

浦
子
ど
も
会
、
準
優
 

勝
十
支
所
子
ど
も
会
 

で
し
た
。
 

大

健

闘

 

館
 
が
 
準
 
優
 
勝
 

〇
先
峰
廿
沢
田
滋
（
小
五
）
〇
四
将
廿
 

木
村
陽
子
（
小
六
）
〇
中
堅
廿
田
中
淳
 

〇
副
将
廿
沢
田
撤
〇
大
将
廿
小
野
斉
章
 

（
以
L
小
六
）
 

【
敬
称
略
】
 

・×・マママ【・ソマ？・×占・マ【・【・x
・
マ
マ
マ
ー
・
×
・
×
・
x
・ママ】・ソ苫・x
・
×
・
×
・
x
・× 

綿貫仁子さんに総理大臣賞 

第4 回全国墨美書道展 

第
四
回
の
全
国
 

墨
美
書
道
展
が
三
 

月
九
日
か
ら
十
一
 

日
ま
で
田
川
市
文
 

化
セ
ン
タ
ー
で
行
 

わ
れ
、
赤
池
町
か
 

ら
多
数
の
人
が
入
 

賞
し
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
現
在
 

田
川
東
高
校
三
年
 

生
の
綿
貫
仁
子
さ
 

ん
が
最
高
一
位
で
 

内
閣
総
理
大
臣
賞
 

を
獲
得
し
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
綿
貫
仁
子
（
田
川
東
高
校
二
年
）
〇
 

久
原
利
恵
（
田
川
高
校
二
年
）
〇
大
久
 

保
知
子
（
赤
池
中
三
年
）
〇
坂
元
薫
（
 

赤
池
中
二
年
）
〇
花
元
智
則
（
市
場
小
 

五
年
）
〇
松
尾
希
（
市
場
小
四
年
）
〇
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知
事
に
陳
情
し
て
い
た
の
が
実
現
し
た
 

も
の
で
す
。
 

今
回
派
遺
さ
れ
た
北
先
生
は
、
自
治
 

医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
特
に
 

地
域
医
療
を
専
門
に
研
修
さ
れ
た
方
で
 

す。 

略
 

歴
 

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
三
日
生
れ
、
 

三
十
一
歳
。
昭
和
五
十
四
年
三
月
自
治
 

医
科
大
学
医
学
部
卒
業
。
同
六
月
福
岡
 

県
県
立
病
院
課
職
員
、
久
留
米
大
学
内
 

科
に
臨
床
研
修
。
昭
和
五
十
六
年
六
月
 

県
立
黒
木
病
院
、
同
九
月
県
立
嘉
穂
病
 

院
に
勤
務
。
 

麟

轟

 

難
夢
w
ー
 

購
（
」
。
 

織
 
親v 

繋議嘩 

議鷲一 

」

」

焦

『

 

難「 

響
讐
 

乏含老儒口儒せや 

』（離「 

蕪一一、 

一議 

,

,

 

,
"
J
 

'
 

」
 

議・・」嚇購一 【
優
勝
し
た
大
浦
子
ど
も
会
の
 

み
な
さ
ん
】
 

久
 

原
 

牧
 

さ

ん

 

（
赤
池
町
立
病
院
給
食
勤
務
）
 

皆
川
裕
美
（
赤
池
中
二
年
）
〇
綿
貫
智
 

子
（
赤
池
中
一
年
）
〇
稲
垣
和
泉
（
市
 

場
小
六
年
）
〇
柴
田
紀
子
（
赤
池
中
一
一
 

年
）
〇
永
末
千
代
美
（
赤
池
中
一
年
）
 

〇
藤
井
由
香
（
赤
池
中
二
年
）
〇
小
松
 

美
佐
紀
（
赤
池
中
一
年
）
〇
末
広
佳
代
 

子
（
市
場
小
五
年
）
〇
福
田
陽
子
（
赤
 

池
中
一
年
）
〇
大
谷
靖
子
（
上
野
小
六
 

年
）
〇
田
中
か
お
り
（
上
野
小
四
年
）
 

〇
坂
元
暢
道
（
市
場
小
二
年
）
〇
松
尾
 

恵
（
市
場
小
一
年
）
〇
定
宗
孝
康
（
E
 

野
小
四
年
）
〇
平
元
い
ず
み
（
上
野
小
 

四
年
）
〇
小
松
穂
住
（
上
野
小
六
年
）
 

〇
川
口
紀
代
美
（
市
場
小
五
年
）
〇
白
 

川
勝
信
（
市
場
小
五
年
）
〇
中
村
恵
（
 

赤
池
中
二
年
）
〇
久
原
礼
（
赤
池
中
一
一
 

年
）
〇
稲
垣
登
一
 
（
赤
池
中
一
年
）
〇
 

小
松
卓
美
（
上
野
小
五
年
）
〇
城
戸
祥
 

子
（
上
野
小
六
年
）
〇
小
松
津
久
美
（
 

上
野
小
三
年
）
〇
世
良
め
ぐ
み
（
上
野
 

小
四
年
）
〇
瓜
生
田
亜
希
（
市
場
小
五
 

上野小で春の体育会 

五
月
八
日
上
野
小
学
校
で
 

「
春
の
体
育
会
」
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

同
校
で
は
以
前
か
ら
、
子
 

ど
も
た
ち
に
「
地
域
の
行
事
 

に
少
し
で
も
多
く
参
加
で
き
 

る
機
会
を
」
と
興
国
寺
の
花
 

ま
つ
り
の
日
の
午
前
中
、
児
 

童
会
主
催
で
体
育
会
を
行
っ
 

て
い
ま
す
。
 

十
五
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
司
 

会
、
進
行
と
す
べ
て
子
ど
も
 

た
ち
の
手
で
運
営
さ
れ
、
最
 

後
に
は
、
全
校
児
童
が
輪
に
な
り
 
「幸 

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
を
ダ
ン
ス
。
 

六
年
生
の
間
に
一
年
生
が
入
り
、
ま
る
 

で
弟
、
妹
を
い
た
わ
る
よ
う
な
、
ほ
ほ
 

え
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

【
 

五
、
六
年
生
の
リ
レ
ー
、
 

上
野
小
で
】
 

ト

，

か

（

ト

，

ト

，

 

，

ト

，

ト

，

ト

4

ト

4

ト

4

ト

け

ト

4

ト

（

ト

け

ト

け

ト

け

 

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
に
採
用
さ
 

れ
、
町
立
病
院
の
給
食
に
従
事
し
て
 

い
ま
す
。
 

「
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
仕
事
 

を
し
て
い
ま
す
が
、
病
状
に
応
じ
た
 

十
種
類
以
上
の
献
立
て
の
味
つ
け
を
 

し
た
り
、
盛
り
つ
け
ー
つ
で
も
入
院
 

患
者
さ
ん
の
食
欲
を
そ
そ
る
よ
う
気
 

を
つ
か
い
ま
す
四
 

休
み
の
日
、
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
の
 

が
楽
し
み
、
三
味
線
を
習
っ
て
み
た
 

い
と
い
う
は
た
ち
の
お
嬢
さ
ん
。
 

年
）
〇
末
広
珠
紀
（
市
場
小
四
年
）
〇
 

安
延
美
智
代
（
上
野
小
五
年
）
〇
坂
田
 

早
苗
（
市
場
小
二
年
）
〇
塚
本
善
郎
（
 

市
場
小
四
年
）
〇
藤
川
富
雄
（
市
場
小
 

二
年
）
〇
中
西
ユ
ミ
（
市
場
小
五
年
）
 

【
敬
称
略
、
学
年
は
入
賞
時
三
月
の
学
 

年
で
記
載
】
 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

春
の
日
や
猫
も
寝
こ
ろ
ぶ
車
寄
せ
 

誰
れ
活
け
し
病
院
廊
下
桃
咲
け
る
 

綴
「
の
調
べ
玉
の
ご
と
剖
鳩
し
 

長
ら
へ
し
命
黛
鳩
や
悌
生
会
 

花
見
来
る
整
髪
奉
仕
我
れ
も
受
く
 

花
衣
舞
ふ
や
紅
白
仮
舞
台
 

花
の
宴
乱
れ
ぬ
先
き
と
知
恥
独
吟
 

白
椿
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
活
け
誕
生
会
 

風
光
る
陶
器
祭
り
の
旗
ゆ
る
る
 

春
先
や
こ
こ
ろ
軽
ろ
や
か
抜
歯
し
て
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か い け 昭和59年6月1日 ⑥
 

け
 

あ
 

報
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国
民
年
金
保
険
料
 

納

め

ら

れ

な

い

方

は

 

免

除

の

手

続

き

を

 

か
 

あ
 

報
 

広
 

昭和59年6月1日 第257 号 Iム 報 あ か い け ⑦
 

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
人
で
、
失
業
や
病
気
な
ど
で
 

収
入
が
少
な
く
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
 

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
や
、
 

生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
は
 

保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
 

す。 生
活
が
苦
し
い
か
ら
と
保
険
料
を
未
 

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将
来
の
老
齢
 

年
金
や
、
不
慮
の
事
故
に
よ
る
障
害
年
 

金
・
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
 

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
期
間
 

は
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
国
が
一
 

般
財
源
で
負
担
し
て
保
険
料
を
納
め
た
 

と
き
の
三
分
の
ー
の
年
金
額
を
保
障
し
 

【第97回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】 農業委員会の構成 

ロの中に下の語句の中から適当な語句を選 

んで文章を完成させてください。 

農業委員会は、国ロによる10人の公選委員 

と町長が選任する選任委員によって構成され 

ます。 

選任委員の内訳は、農協理事の中から1人 

図口共済組合理事の中から国人および町議会 

が推薦する学識経験者3人の計5人、合計15 

人の委員で構成されています。 

（選挙・推薦・農業・1・ 3 ) 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ6 月15日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第96回の解答】 

1=公職 2 =選挙 3 =20 4 =申請 

【正解者】 

応募総数3 通のうち正解はありませんでし 

た。 

4 月末日住民登録 q 

（前月比） 
人 口 9,892( +18) 
男 4, 699( +3 ) 

女 5,193( +15) 

世 帯 3, 245（ 十11) 
二 

．灘紛月’'‘こ“鰭種セン燃編行事、、葬

【休館日】 

4日、11日 

17日、25日 

【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 

【仏教法話会】 

6月12日因 

午前11時から 

『建設業退職金共済制度』 

をご存知ですか 

この制度は、大工、左官、とび、土工など 

建設業の現場で働く方がたのために、国が作 

った退職金制度です。 

建設業の現場作業員のように、工事ごとに 

事業主が交わるような人のためには、一つの 

会社だけでなかなか退職金の制度が作れませ」 

ん。そこで、建設業の事業主がみんな協力し 

て掛金を出し合い、建設業の中で働く共通の 

作業員のために、退職金を払おうという考え 

で作られたのが、この建設業退職金共済制度 

です。 

加入の申込みは、事業主が自分のところで 

雇っている作業員のために行います。 

現場で働く方がたなら、職種に関係なく対 

象とすることができます。 l 

一日分の掛金は、現在180 円です。 

退職金は、一つの会社をやめたときでなく I 

老後の引退や、他産業への就職など、建設業， 

の中で働かなくなったときに、共済組合から ら 

直接本人に支払われます。 

なお、事業主が払った掛金（証紙代金） 

全額免税となります。 

〇加入申込やお問い合せ先 

建退共福岡県支部 福岡市中央区天神1の 

3 の13ノ福岡建設会館内 

費 092-761-0335 

て
い
ま
す
。
 

免
除
を
受
け
て
お
け
ば
、
将
来
の
年
 

金
を
受
け
る
権
利
が
確
保
さ
れ
ま
す
し
 

あ
と
で
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
 

十
年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
当
 

時
の
保
険
料
で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
 

保
険
証
 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
 

方
の
被
保
険
者
証
は
、
四
月
か
ら
 
クフ 

す
緑
色
）
に
変
っ
て
い
ま
す
。
 

係
で
は
、
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
い
 

ま
す
が
、
ま
だ
変
更
さ
れ
て
い
な
い
方
 

が
お
ら
れ
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
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赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
 

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
要
領
で
町
 

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
登
録
を
受
け
付
け
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
登
録
に
も
と
づ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
 

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
町
内
の
諸
団
体
や
個
 

人
で
、
希
望
す
る
活
動
に
対
し
特
定
の
 

技
術
を
も
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
 

す
る
も
の
で
す
。
 

今
回
、
特
に
次
の
技
術
を
も
っ
た
ボ
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
 

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
必
要
と
 

す
る
団
体
・
個
人
も
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

①
映
写
技
術
を
も
っ
て
い
る
人
。
 

②
図
書
の
整
理
が
で
き
る
人
。
 

③
点
字
の
技
術
を
も
っ
て
い
る
人
、
点
 

字
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
。
 

④
ァ
ナ
ウ
ン
ス
、
ま
た
は
郎
読
の
技
術
 

を
も
っ
た
人
。
 

⑤
老
人
の
介
助
の
手
助
け
が
で
き
る
人
 

（
一
日
十
分
程
度
）
 

⑥
手
話
が
で
き
る
人
。
 

⑦
紙
細
工
、
折
り
紙
の
技
術
を
も
っ
た
 

人。 

⑧
ね
た
き
り
老
人
に
オ
ム
ツ
を
贈
る
こ
 

と
が
で
き
る
人
。
 

⑨
古
切
手
や
一
円
玉
を
集
め
る
人
。
 

⑩
不
用
品
の
整
理
を
し
、
バ
ザ
ー
を
ひ
 

ら
い
た
り
、
再
生
を
す
る
人
。
 

ま
す
。
 

こ
の
免
除
の
手
続
き
は
、
七
月
末
日
 

ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
今
年
四
月
分
か
 

ら
来
年
三
月
分
ま
で
の
一
年
分
の
保
険
 

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

早
目
に
役
場
国
民
年
金
係
で
手
続
き
 

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
 

ど
の
任
意
加
入
の
人
に
は
、
こ
の
免
除
 

制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

す
 、

 
、カ 

で
な
い
と
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
ま
せ
 

ん
の
で
、
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

▽
手
続
場
所
ノ
役
場
国
保
係
 

▽
持
参
す
る
も
の
ノ
古
い
被
保
険
者
証
 

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
 

・
印
か
ん
 

は
 

4 一ーー，い 
つ貧験覧 

/
 赤

池
町
立
病
院
に
就
任
し
て
三
カ
 

月
が
た
ち
ま
し
た
。
 

六
月
か
ら
は
常
勤
の
医
師
が
一
名
 

増
員
さ
れ
、
今
ま
で
の
医
療
業
務
に
 

一
段
と
活
気
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
と
思
 

い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
病
院
勤
務
者
の
職
務
 

内
容
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
は
ご
存
 

知
な
い
点
が
多
々
お
あ
り
の
こ
と
と
 

思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
関
し
て
 

病
院
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
 

こ
の
紙
面
を
か
り
ま
し
て
説
明
さ
せ
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

病
院
に
は
ど
の
よ
う
な
職
種
が
あ
 

る
か
と
い
い
ま
す
と
、
大
別
し
て
診
 

療
部
門
と
事
務
部
門
に
分
け
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

診
療
部
門
は
さ
ら
に
、
医
師
、
看
 

護
婦
、
薬
局
、
そ
し
て
パ
ラ
メ
デ
ィ
 

カ
ル
部
門
に
分
か
れ
ま
す
。
 

特
に
近
代
医
療
機
関
と
し
て
の
医
 

療
技
術
の
進
歩
は
、
め
ざ
ま
し
い
も
 

の
で
す
。
こ
の
医
療
を
さ
さ
え
る
部
 

門
が
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
い
う
わ
け
 

で
す
。
 

ノ
 

わ
か
り
や
す
く
い
い
ま
す
と
、
臨
 

床
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
放
射
線
診
療
 

部
門
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

最
近
の
医
学
の
進
歩
は
、
医
療
診
 

断
技
術
の
向
上
に
よ
る
面
が
非
常
に
 

多
く
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
分
野
の
医
 

学
へ
の
貢
献
は
、
言
葉
で
は
言
い
尽
 

く
せ
な
い
ほ
ど
多
面
に
わ
た
る
こ
と
 

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
職
務
に
従
事
 

し
て
い
る
職
員
は
、
各
々
が
国
、
県
 

が
認
め
た
医
療
に
関
す
る
免
許
を
持
 

っ
た
技
術
職
員
で
す
。
 

次
に
事
務
部
門
で
す
が
、
病
院
内
 

外
の
事
務
全
般
に
わ
た
る
事
務
処
理
 

企
画
を
す
る
庶
務
係
、
保
険
医
療
、
 

医
療
事
務
全
般
を
管
理
運
営
す
る
医
 

事
係
、
患
者
の
食
事
の
世
話
、
栄
養
 

指
導
を
す
る
給
食
係
と
分
け
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

現
在
の
町
立
病
院
の
職
員
は
、
プ
」
 

の
よ
う
に
各
部
門
に
分
か
れ
て
相
互
 

に
連
係
し
合
っ
て
、
外
来
と
入
院
患
 

者
の
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
院
内
で
 

の
職
員
相
互
の
連
係
不
足
で
ご
迷
惑
 

を
か
け
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
 

旧
来
の
機
構
を
一
新
す
る
た
め
の
基
 

礎
づ
く
り
の
時
期
で
あ
る
こ
と
を
理
 

解
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
病
院
の
 

将
来
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

赤
池
町
立
病
院
院
長
 

石
 
尾
 
哲
 
人
 

×
 

⑩
拡
大
写
本
、
さ
わ
る
絵
な
ど
を
つ
く
 

る
人
。
 

⑩
危
険
個
所
の
点
検
活
動
に
参
加
で
き
 

る
人
。
 

⑩
地
域
の
文
化
や
史
跡
、
民
話
な
ど
を
 

発
堀
す
る
人
。
 

⑩
施
設
を
訪
間
し
、
老
人
や
障
害
を
も
 

っ
た
人
と
友
だ
ち
に
な
る
人
。
 

⑩
手
づ
く
り
の
遊
具
を
子
ど
も
た
ち
に
 

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
。
（
竹
馬
、
 

水
鉄
砲
、
竹
ト
ン
ボ
、
コ
マ
）
 

⑩
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
が
で
き
 

る
人
。
 

＠
字
童
保
育
の
指
導
が
で
き
る
人
。
 

⑩
）
車
イ
ス
の
介
助
が
で
き
る
人
。
 

⑩
目
の
見
え
な
い
人
の
介
助
が
で
き
る
 

人。 

⑩
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
 

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
＜
o
一untee
こ
 

「
自
ら
進
ん
で
あ
る
任
務
 

に
つ
く
こ
と
を
申
し
出
る
人
。
有
志
」
と
い
う
意
味
で
す
o
 

1 

い
と
思
っ
て
い
る
人
。
 

以
上
、
登
録
・
支
援
を
希
望
す
る
方
 

は
次
の
と
こ
ろ
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
ボ
ラ
ン
テ
 

ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
（
。
4
6
4
6
) 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

1
口
廿
千
円
 

上
野
保
育
所
職
員
一
同
廿
 17 

口
、
中
尾
 

保
育
所
職
員
一
同
廿
 17 

口
、
高
津
牟
津
 

美
廿
5

口
、
平
野
豊
美
廿
5

口
、
原
田
 

信
子
廿
5

口
、
大
庭
文
具
店
廿
 10 

口、 

谷
富
次
廿
2

口
、
沢
永
孝
美
廿
2

口、 

長
谷
川
伍
助
廿
8

口
、
岡
田
宗
治
廿
5
 

口
、
長
野
笑
子
廿
5

口
、
高
田
窯
元
廿
 

50 

ロ
、
小
林
松
夫
廿
 10 

ロ
、
藤
田
食
料
 

品
店
甘
 10 

口
 

【
寄
付
】
 

大
田
博
文
廿
 30 

万
円
、
桑
野
組
廿
百
万
 

円
、
日
野
喜
美
男
甘
 50 

万
円
、
池
永
久
 

夫
廿
 50 

万
円
 

【
香
典
返
し
】
 

【演芸】 

M 官者へ自由に舞台を 

提供します。 

こ利用ください。 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10H寺から 

午後3時 

金金金金金 金金金金金金金 

封封 封 封 封 封 封 封 封 封 封 封 

船
津
 
ト
キ
子
（
伏
原
）
 

久
原
 

弘
 

（
大
和
町
）
 

山
末
 

シ
ゲ
 

（
岩
屋
組
）
 

池
田
 

正
記
 

（
岩
屋
組
）
 

川
口
 

嘉
人
 

（
西
ケ
丘
）
 

上
河
 
武
雄
 

（
貴
船
）
 

宇
都
宮
ョ
シ
子
（
中
町
）
 

永
岡
 
敏
雄
 

（
車
道
）
 

高
山
 

英
明
 

（原） 

柴
田
 

司
一
 

（
原
田
）
 

伊
藤
 
信
孝
 

（
中
組
）
 

平
川
 

正
純
 

（
市
場
）
 

正 シ 
記 ゲ 弘 

（
五
月
十
五
日
現
在
、
敬
称
略
）
 

※
訂
正
 

五
月
号
香
典
返
し
の
欄
で
小
 

林
ト

I
I
、
子
（
高
尾
通
り
）
と
あ
今
ま
し
 

た
が
小
林
ミ
子
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
 

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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“
手
話
（
の
講
習
会
が
 

開
か
れ
ま
す
 

下
田
川
四
カ
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
 

が
主
催
す
る
、
下
田
川
手
話
奉
仕
員
養
 

成
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
 

す。 聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
ご
理
解
と
熱
 

意
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
講
習
内
容
 

〇
聴
覚
障
害
者
に
接
す
 

る
心
が
ま
え
〇
手
話
の
理
論
〇
手
話
 

の
技
術
 

▽
開
講
日
 

6
月
 15 

日
毎
週
1
回
、
金
 

曜
日
の
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
、
 

20 

回
開
催
 

▽
場
所
 

糸
田
町
文
化
福
祉
総
合
会
館
 

▽
申
込
先
 
赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

。
4
6
4
6
 

調
理
師
試
験
 

次
の
と
お
り
昭
和
五
十
九
年
度
の
調
 

理
師
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
試
験
日
 

8
月
3

日
（
金
）
 

▽
試
験
地
 
福
岡
市
西
南
学
院
大
学
お
 

よ
び
北
九
州
市
戸
畑
商
業
高
校
 

▽
受
験
資
格
 
高
校
入
学
資
格
を
有
す
 

る
人
で
、
二
年
以
上
調
理
の
業
務
に
 

従
事
し
た
人
。
 

▽
受
付
期
間
 

日
ま
で
 

6
月
4

日
か
ら
6

月
8
 

▽
願
書
の
提
出
先
 
住
所
地
ま
た
は
就
 

業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
 

▽
提
出
書
類
 
①
受
験
願
書
 
②
卒
業
 

証
書
の
写
し
ま
た
は
卒
業
証
明
書
③
 

二
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
こ
 

と
を
証
す
る
書
類
 
④
写
真
一
枚
 

▽
手
数
料
 

3
、
4
0
0
円
（
証
紙
）
 

▽
問
い
合
せ
先
 
保
健
所
ま
た
は
、
県
 

衛
生
部
公
衆
衛
生
課
 

簿
記
講
座
が
 

開
か
れ
ま
す
 

田
川
商
工
会
議
所
の
簿
記
講
座
が
次
 

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
講
座
は
初
心
者
を
対
象
に
記
帳
 

か
ら
決
算
ま
で
を
学
ぶ
商
業
簿
記
の
基
 

礎
コ
ー
ス
で
す
。
 

▽
日
時
 

7
月
 23 

日
か
ら
8
月
末
日
ま
 

で
 20 

日
間
、
午
後
6
時
か
ら
8
時
ま
 

で
（
土
、
日
、
お
盆
は
休
み
）
 

▽
場
所
 
西
日
本
計
理
専
門
学
校
 

▽
受
講
料
 

7
千
円
 

▽
申
込
み
、
問
合
せ
 

田
川
市
大
黒
町
 

三
の
二
十
一
 

田
川
商
工
会
議
所
 

合
0
9
4
7
4
④

3

 

20 

日
ま
で
 

1
5
0

に
7

月
 

身
体
障
害
者
（
児
）
の
 

巡
回
相
談
 

身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
の
医
学
的
 

判
定
な
ど
を
行
い
、
更
生
に
必
要
な
相
 

談
に
応
じ
、
援
護
の
万
全
を
期
す
た
め
 

次
の
と
お
り
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 

6
月
 27 

日
、
午
前
 10 

時
か
ら
 

午
後
3
時
ま
で
 

▽
場
所
 
赤
池
町
民
会
館
 

▽
相
談
内
容
 
①
補
装
具
の
交
付
、
修
 

理
の
要
否
判
定
、
適
合
判
定
 
②
更
 

生
医
療
給
付
要
否
の
判
定
 
③
福
祉
 

施
設
へ
の
入
所
指
導
 
④
身
障
者
手
 

帳
交
付
の
判
定
 
⑤
そ
の
他
 

※
精
密
検
査
を
要
す
る
内
部
障
害
者
に
 

つ
い
て
は
、
対
象
者
か
ら
除
か
れ
て
 

い
ま
す
の
で
、
当
日
の
診
察
は
で
き
 

ま
せ
ん
。
 

※
耳
鼻
科
、
眼
科
に
つ
い
て
は
午
前
中
 

予
備
検
査
、
午
後
か
ら
診
察
。
 

※
手
帳
交
付
、
再
交
付
申
請
者
は
当
日
 

写
真
ま
た
は
写
真
代
実
費
を
ご
用
意
 

く
だ
さ
い
。
 

※
当
日
は
印
鑑
と
障
害
者
手
帳
（
す
で
 

に
交
付
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）
を
必
 

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
福
祉
係
へ
 

自
衛
官
の
募
集
 

次
の
と
お
り
陸
上
・
海
上
自
衛
官
の
 

募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
満
 18 

歳
か
ら
 25 

歳
未
満
 

の
男
子
 

▽
試
験
期
日
 
各
志
願
者
ご
と
に
指
定
 

す
る
日
 

▽
試
験
科
目
 
国
語
、
数
学
、
社
会
お
 

よ
び
作
文
等
 

▽
試
験
場
お
よ
び
問
合
せ
先
 
飯
塚
市
 

横
田
八
二
〇
福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
 

募
集
事
務
所
 
。
0
9
4
8
1
2
2
 

1
 
4
ュ
只
〕
4
A

[I 

〕
 Z × 

ご利用ください赤池駅 ふ
 6 月は現況届の提出期です 
ス
 7:30から19:20まで窓口営業 

 ノ 

乗車券や定期券・指定席券をお求めの方。 

午前7時半から午後7時20分までは発売窓口 

を開いていますのでご利用ください。 

また、割弓は切符など、旅行に関するご相 

談もぜひどうぞ。 

× 

ー児童手当を受けている方へ― 
、
 

× ／ノー 
暑中見舞はがき 

発売のお知らせ 

か
か
か
』
乞
・
、
、
・
、
・
 

涼しさを運ぶ暑中見舞はがきを6 月15日か 

ら発売します。種類は3・種類です。 

郵便局および町内17カ所の切手売捌所で発 

売します。 枚数に限りがありますので早めに 

お買い求め下さい。 

、
 

、
 

・
、
・
 

赤池郵便局長 

児童手当の支給を受けている方は、 6月1日から30 

日までの間に 「児童手当現況届」 を役場に提出するこ 

とになっています。 

現況届は、弓は続いて児童手当を受けるための大切 

な手続きです。 

この現況届は、受給者の前年の所得の状況と、 6月 

1 日現在での児童養育の状況などを確認するために提 

出していただくものです。 

もし、この届けを出さないと、引き続いて受給でき 

る資格があっても、 6 月分以後の児童手当の支払いを 

受けることができなくなりますから、必ず期限までに 

提出してください。 

児童手当の内容や届け出の手続きなど詳しいことは 

役場福祉係にお尋ねください。 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
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